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肉
用
牛
セ
ン
タ
ー
近
く
完
成

　
　
　
場

麻
号
畷

4
　
郷

和
月

　
　
　
東

昭　
1
1
所
人

　
　
　
行
集

　
　
　
発
編
一

優
良
牛
の
増
産
め
ざ
す

　
本
町
は
昭
和
四
十
六
年
度
に
国
の
振

興
山
村
の
指
定
を
う
け
、
四
十
七
年
度

か
ら
五
十
年
鷹
ま
で
に
各
種
の
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
、

　
こ
の
事
業
の
特
別
開
発
事
業
と
し
て

こ
と
し
は
肉
用
牛
管
理
セ
ン
タ
ー
と
鵜

戸
木
の
農
道
橋
を
建
設
し
ま
す
が
、
こ

の
ほ
ど
そ
の
工
事
を
始
め
ま
し
た
一

　
肉
用
牛
管
理
セ
ン
タ
ー
は
羽
坂
公
民

館
と
な
り
の
敷
地
九
百
七
十
平
方
僧
に

軽
量
鉄
筋
づ
く
り
平
屋
建
の
管
理
棟

（
百
十
七
・
二
九
平
方
　
）
と
鋼
管
構

造
平
屋
建
の
畜
舎
（
八
十
四
・
四
四
平

方
し
を
建
設
し
て
い
ま
す
、
管
理
棟

は
事
務
室
と
家
畜
検
査
、
検
診
場
と
か

ら
な
り
、
畜
舎
に
は
二
十
頭
の
和
牛
が

［
度
に
つ
な
げ
ま
す
，

　
本
町
農
業
の
振
興
を
考
え
る
と
き
畜

産
の
占
め
る
ウ
エ
イ
ト
は
高
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
昭
和
五
も
年
に

は
千
百
頭
の
和
牛
飼
育
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
な
一
．
て
畜
産
経

営
や
飼
養
技
術
の
近
代
化
が
欠
か
せ
な

い
条
件
と
な
り
ま
す
、

　
こ
の
肉
用
牛
管
理
セ
ン
タ
ー
は
月
末

に
は
完
成
の
見
込
み
で
す
が
、
完
成
す

る
と
人
工
授
精
、
家
畜
診
療
、
体
重
測

定
、
登
録
検
査
、
品
評
会
、
技
術
講
習

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

こ
の
施
設
を
中
心
に
優
良
牛
の
生
産
と

飼
養
技
術
の
向
上
を
は
か
り
、
畜
産
経

営
の
安
定
が
期
待
さ
れ
ま
す
．

　
な
お
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
東
郷
町
凹
凹

協
が
運
営
管
理
し
ま
す

　
鵜
鱗
木
農
道
橋
は
幅
四
　
に
長
委
・
㌔
が

七
・
＝
．
が
の
永
久
僑
で
、
こ
の
橋
が
完

成
す
る
と
い
ま
ま
で
の
老
朽
橋
と
ち
が

い
危
険
が
な
く
な
り
通
行
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
こ
の
結
果
、
農
業
資
材
、
生

産
物
の
搬
出
入
が
円
滑
に
な
り
ま
す
、

第
三
日
曜
日
（
十
九
自
）
は
家
庭
の
日

建
設
工
事
の
す
す
む
肉
用
器
管
理
セ
ン
タ
ー

⑱．

〔
U

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
月
は
秋
か

交
通
弱
者

　
　
　
　
　
　
・
つ
冬
へ
の
衣
替
え

の
月
で
す
、
ま
だ
あ
た
り
の
よ
う
す

は
秋
の
気
配
が
い
〔
．
ぽ
い
な
の
に
日

y
．
、
し
の
弱
ン
．
㌧
、
日
の
暮
の
頃
f
・
、
、
朝

夕
の
手
足
の
冷
た
ふ
．
、
…
…
な
ど
そ
ろ

そ
ろ
近
づ
い
た
冬
を
思
わ
せ
ま
す

▽
例
年
、
托
末
が
近
づ
く
と
自
動
甫

と
人
の
動
｝
、
、
が
　
段
と
は
げ
し
く
な

る
の
で
、
交
通
事
故
が
目
立
っ
て
ふ

え
て
き
ま
す
，
交
通
事
故
の
場
ム
ロ
、

い
わ
ゆ
る
”
交
通
弱
者
”
で
あ
る
歩

行
者
に
多
く
∂
犠
牲
者
が
出
る
こ
と

は
艶
、
、
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
．
こ
と
し
］
月

か
ら
八
月
ま
で
の
県
内
に
お
け
る
死

亡
事
故
を
分
析
し
て
み
て
も
、
総
数

百
九
人
の
死
者
の
う
ち
、
自
動
車

（
運
転
・
同
乗
な
ど
）
の
六
十
九
人

（
六
＝
・
ご
．
％
）
に
次
い
で
多
い
の
が

歩
行
者
の
＝
．
十
二
人
（
二
九
・
四
％
）

で
、
白
転
芭
乗
車
中
の
死
者
八
人

（
七
。
ゴ
％
）
を
数
え
て
い
ま
す
。

▽
運
転
者
は
交
通
事
故
に
関
係
の
深

い
ス
ピ
ー
ド
違
反
や
酒
よ
い
運
転
な

ど
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に

歩
行
者
タ
。
た
え
ず
気
を
配
り
、
悲
惨

な
事
故
を
た
く
し
ま
し
ょ
う
。

雲
去
れ
ば
も
の
の
か

げ
な
く
う
ず
赤
き
タ

日
の
山
に
秋
風
ぞ
吹

一
（
故
郷
）
　
牧
水



2郷東報町昭47．11．1

ど坪谷中校舎改築な

46年度の決算認定

　
昭
和
四
十
六
年
度
東
郷
町
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
九
月
定
例
町

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

状
況
を
報
告
し
ま
す
．
、

一
　
般
　
会
　
計

　
四
十
六
年
度
は
町
長
と
町
議
会
議
員

選
挙
の
年
で
し
た
の
で
、
歳
入
歳
出
予

算
と
も
に
当
初
予
算
三
億
二
千
六
百
五

十
九
刀
五
千
円
の
暫
定
予
算
で
発
足
し

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
年
度
途
中
（
六
月
）
に
こ

と
し
の
重
点
施
策
の
⑤
農
林
業
の
振
興

②
教
育
の
振
興
⑤
社
会
福
祉
事
業
の
推

準
墨
道
路
の
整
備
◎
商
τ
業
の
振
興
と

特

1，448，493

　　259，363

　　699，320

A
ム

篠
光
開
発
一
－
な
ど
を
和
極
的
に
す
す

め
る
た
め
の
爺
正
予
界
が
成
立
し
ま
し

た
。
ま
た
、
老
人
」
、
H
，
継
舗
の
呼
、
二
設
、
福

瀬
橋
の
追
加
工
事
、
造
林
作
業
道
開
設

児
童
手
当
制
度
の
新
、
阪
、
給
辱
改
定
、
四

実
施
な
ど
に
必
要
な
経
費
に
充
当
す
る

た
め
、
前
後
九
回
に
わ
た
「
．
r
、
予
算
．
の

補
正
を
し
ま
し
た
の
で
、
予
算
の
総
額

は
五
億
五
百
六
十
九
乃
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
り
予
算
執
行
の
ま
　
　
い
、
最
入
済

額
が
四
億
九
千
四
百
．
．
．
十
．
U
べ
口
唱

で
予
算
総
額
に
対
し
二
∴
．
鶴
．
↑
少
と

な
り
ま
し
た
．
．
乙
れ
は
　
げ
、
．
、
　
　
ヘ

フ
へ
な
ど
が
増
え
た
こ
・
も
か
か
わ
ら
ず
、

木
材
需
給
の
悪
化
で
討
産
収
入
（
立
木

売
払
）
が
減
’
．
た
こ
と
が
主
な
理
由
で

す
。　

支
出
掲
額
は
四
億
九
千
百
七
十
七
万

五
千
円
で
予
算
現
額
に
対
し
二
・
七
％

下
回
る
結
果
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引

き
残
額
二
百
五
十
五
万
一
千
円
を
翌
年

度
に
繰
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

普
通
建
設
事
業
に
4
2
％

　
歳
入
歳
出
の
決
算
状
況
は
別
図
の
と

お
り
で
す
が
、
歳
入
は
前
年
に
比
べ
一

億
九
百
五
十
一
万
八
千
円
の
増
で
、
そ

の
構
成
費
は
地
方
交
付
税
が
三
九
。
六

％
と
最
も
高
く
、
つ
い
で
国
庫
支
出
金

泥
支
出
金
、
町
税
の
順
と
な
っ
て
お
り

不
足
財
源
は
町
債
を
も
っ
て
補
う
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
構
成
費
を
目
的
別
に
み
る
と

教
育
費
、
土
木
費
、
農
林
水
産
業
費
が

そ
れ
ぞ
れ
高
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
お

り
、
つ
い
で
総
岩
費
、
民
生
費
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
．

　
な
お
、
こ
れ
を
性
質
別
に
み
ま
す
と

普
通
建
設
事
業
費
が
最
も
高
ノ
＼
　
二
億

一
千
五
十
五
乃
六
千
円
（
四
二
・
八
％
）

こ
れ
は
坪
谷
中
校
舎
改
築
、
林
道
開

設
、
福
手
応
工
事
な
ど
の
た
め
で
す
、

つ
い
で
人
件
費
一
億
三
千
五
百
三
十
一

行
ハ
千
円
（
二
七
・
五
％
）
物
件
費
五

一
七
卜
∵
．
万
九
千
円
（
7
り
・
三
％
）

h，

D
助
．
寅
等
二
干
ぺ
百
七
十
九
乃
円
（
五

・
コ
「
％
）
．
、
ゾ
「
と
な
」
、
ヂ
山
構
、
く
賓

滋
㌧
辱
美
い
董
と
な
」
一
こ

た
．

一般会計決算構成

費木土

20．2％、

山育教

20、3、

農林水産業費

　　　18．8％

国務総

15．3／

歳出

00％
費生民

、
β

12．4

町　 税

　　8．1／、

等　　その他

　　　9、4／

㌃
影
レ
2

2
　
2
　
1
　
1
　
1
　
0

費
費
費
費
費
費

　
　
旧

会
防
復
生
働
工

　
　
害

註磁

焉v

@
人
俘
側
赫
刀
立
同

旙
⑳
ω
0
7
㏄
帖
皿
o
」
o

国庫支出金

　　10．5％

　　　　県支出金

　　　　　10．1％

町　債
　12．6％

歳入
100％

総　　贈。
その他＼ら一

地方交付撹

　　　39、6

ソ分担金及び負担金
寄　　　 附　　　　金
諸　　　収　　　　入
自動車取得弄交付金
娯楽施設利用税交付金
使用料及ひ手数料
自動車重琴．譲与税
鐸　　　　入　　　　金
交通安全対策特別交付金
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農
業
経
営
整
備
資
金

負
債
の
解
消
で

経
営
の
安
定
を

　
二
の
資
金
は
、
農
業
を
営
む
個
人
ま

た
は
法
人
が
、
災
害
、
疾
病
、
価
格
変

動
な
ど
の
理
由
で
借
入
れ
た
負
債
を
解

消
し
、
農
業
経
営
の
安
定
に
役
立
て
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
貸
付
対
象
の
負
債
は
、
昭

和
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
一

年
以
上
の
固
定
化
し
た
も
の
（
昭
和
四

十
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
借
入
れ

た
資
金
）
で
あ
り
、
そ
の
額
が
三
十
万

円
（
法
人
は
構
成
員
の
属
す
る
世
帯
数

に
三
十
万
円
を
乗
じ
た
額
）
以
上
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
制
度
は
時
限
的
な
も
の
で
、
四

十
八
年
度
で
終
了
し
ま
す
。
借
入
れ
を

希
望
す
る
人
は
早
目
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

貸
受
の
資
格
要
件

ま
ず
こ
の
資
金
を
借
入
れ
る
場
合
に

　
　
7
3
年
版
県
民
手
帳

　
「
九
七
三
年
版
の
宮
崎
県
民
手
帳

を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。
価
格
は
一
冊

百
八
十
円
で
、
内
容
は
日
記
編
の
ほ

か
統
計
数
字
や
郵
便
料
会
な
ど
を
収

一
録
し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
役
場
企

画
係
で
お
求
め
く
だ
さ
い

は
、
必
ず
貸
付
が
適
格
で
あ
る
と
い
う

こ
と
の
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
、
こ
の
認
定
を
受
け
る
た
め
に

は
、
つ
ぎ
の
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と

が
条
件
と
な
り
ま
す
。

○
　
借
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
農
業
者

　
な
ど
は
、
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
し
、
そ
の
農
業
所
得
が
お
お
む
ね
五

　
十
万
円
（
法
人
は
構
成
員
の
属
す
る

　
世
帯
数
に
五
十
万
円
を
乗
じ
た
額
）

　
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
ω
自
立
経
営
農
業
者
で
あ
り
、
き

　
　
ら
に
農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た

　
　
め
、
規
模
拡
大
を
し
ょ
う
と
す
る

　
　
も
の
。

　
ω
　
五
年
以
内
に
自
立
経
営
農
業
者

　
　
に
な
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ

　
　
る
者
で
、
規
模
拡
大
を
し
ょ
う
と

　
　
す
る
も
の
。

　
㈹
自
立
経
営
農
業
者
で
あ
っ
て
、

　
　
現
に
【
定
規
模
以
上
の
経
営
規
模

　
　
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

借
　
入
　
手
　
続

　
こ
の
資
金
の
借
入
れ
を
希
望
す
る
人

は
、
　
「
借
入
希
望
調
書
」
を
農
協
に
提

出
し
て
下
さ
い
。

貸
付
の
条
件

1
　
貸
付
の
限
喧
額

〔2）（1＞〔3）

　
　
融
資
率
一

2
　
償
還
期
間
お
よ
び
据
置
期
間

　
　
こ
の
資
金
の
償
還
期
間
は
十
五
年

　
以
内
で
、
そ
の
う
ち
据
置
期
間
は
五

　
年
以
勾
と
な
っ
て
い
ま
す
。

3
　
貸
付
利
率
　
　
年
四
％

4
取
扱
金
融
機
関
　
農
協

個
人
　
二
百
刀
円

法
人
　
一
千
万
円

（
法
人
を
構
成
す
る
世
帯
数
が

五
以
下
の
場
合
は
、
そ
の
世
帯

数
に
二
百
万
円
を
乗
じ
た
額
）

知
事
が
特
に
承
認
し
た
額

　
　
　
○
○
％

提
出
す
る
書
類

1
　
経
営
整
備
資
金
借
ぺ
希
望
調
書
を

　
農
協
に
一
部
提
出
し
ま
す
。

2
　
営
農
改
善
計
画
書
を
五
部
作
戎
し

　
三
部
を
町
に
提
出
し
ま
す
。

3
。
南
資
金
、
総
合
資
金
な
ど
の
営
農

　
（
経
営
）
改
善
計
画
書
を
作
成
す
る

　
と
き
は
、
そ
の
改
善
計
画
書
を
も
つ

　
て
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4
　
こ
の
資
金
を
借
受
け
た
人
は
、
自

　
分
の
経
営
状
況
を
は
記
す
る
た
め
に

　
簿
記
を
備
え
つ
け
、
記
帳
す
る
二
と

　
に
な
っ
て
い
ま
す
。

営
農
改
善
計
画

1
　
営
農
改
善
計
画
を
作
成
す
る
と
き

　
は
、
町
、
農
協
、
農
林
振
興
局
、
農

　
業
改
良
普
及
所
と
協
議
し
、
指
導
を

　
う
け
て
く
だ
さ
い
。

2
　
計
画
の
目
標
達
成
時
の
所
得
（
農

．
　
業
所
得
）
は
百
十
万
円
以
上
に
な
る

　
よ
う
な
計
画
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
　
ん
。

～
チ
　
町
民
体
育
祭
を

鱒
　
ふ
り
か
え
っ
て

鰐
鶏
講
磯
馳
溢
灘

　　

ヤ
天
候
に
支
配
き
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

℃
日
は
絶
好
の
秋
ぴ
ょ
ユ
、
、
競
技
の

飛
す
．
、
て
が
終
っ
た
と
た
ん
に
雨
と
な
つ

｛む_
熱
し
き
っ
た
心
、
ψ
・
洗
う
よ
う
な

　　
心
よ
い
雨
で
あ
っ
た
。

　
数
数
の
記
録
が
生
ま
れ
た
が
、
日
ご

凶

つ
り
の
㎞
鍛
鮪
堺
の
成
田
木
・
こ
ゆ
は
い
・
凡
一
心
い
に
ー
レ

　
て
も
た
い
へ
ん
り
っ
ぱ
な
も
の
で
、
こ

謝
れ
を
メ
。
と
に
ア
一
れ
か
ら
年
を
お
っ
て
更

掻
き
墾
、
い
か
な
く
ザ
」
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

～そ
し
て
国
民
体
育
大
会
、

リ
ン
．
ヒ
の
・
ク
へ
と
通
ず
る
こ

　と
を
期
待
す
る
。

了
㌦
鰐
轍
耀

表 で
㌧
・
ふ
、
）
・
≦
び
し
た
醐
作
は
み
る
人
に
好

感
を
あ
た
え
た
3
ざ
…
／
－
ス
カ
ウ
ト
に
一

対
す
る
認
識
が
あ
の
働
》
、
、
で
認
め
ら
れ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
な
・
つ
、
将
来
へ
幸
せ
な
ス
タ
ー
ト
と
’

な
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
も
う
一
つ
は
町
議
会
議
員
の
競
技
へ
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
参
加
で
あ
る
。
い
ま
だ
か
っ
て
そ
ろ
い

い
の
服
装
で
議
員
の
全
員
が
体
育
祭
に
㎜

出
場
し
た
と
い
う
話
を
き
か
な
い
．
三

の
よ
う
に
あ
る
の
が
ほ
ん
と
う
だ
ろ
う
｝

が
、
や
は
り
果
断
と
い
う
べ
き
で
、
な
｝

か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
　
．
　
｝

　
ギ
リ
シ
ャ
の
テ
ル
フ
エ
ウ
ス
河
を
十
｝

；
イ
ル
（
約
＋
七
キ
。
）
き
か
の
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
た
北
岸
に
聖
地
オ
リ
ン
ピ
ヤ
が
あ
．
3

　
　
　
　
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
首
神
ゼ
ゥ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薩
想

函
使
う
ス
ポ
ー
ツ
よ
り
は
、
3
。

笥つ

ﾆ
別
な
面
に
使
っ
た
方
が
よ
い
と

ノ

タ
い
う
あ
る
人
の
意
見
が
あ
っ
た
。
考
え

下
方
の
ち
が
い
で
あ
る
が
、
記
録
を
争
わ

Ψ
な
い
ス
ボ
ー
ッ
、
購
〃
貝
の
な
い
ス
ポ
ー

蔦
寝
難
鑓
翫
劉

マ
、
生
命
を
か
け
げ
し
記
録
を
塑
v
ヌ
9
・
。

さ
》
．
に
人
間
蓬
歩
が
あ
り
、
生
｝
．
が

い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん

猟
難
黙
疑
誘
、

丁
．
一
っ
っ
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
・
と
し
の
体
育
祭
で
異
彩
姦
・

讐
欝
轍
鵡
劉

　
　
　
　
　
　
　
雫
妻
－
話
」
、
孝
　
一
　
「

ス
を
ま
つ
る
神
殿
が
あ
り
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

そ
の
奉
納
競
技
が
オ
リ
ン
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乎

ツ
ク
発
祥
と
な
っ
た
。
　
　
　
　

フ
ラ
ン
ス
の
ク
！
ベ
ル
恕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ン
男
爵
は
オ
リ
ン
ピ
・
ク
・
2

第
一
回
大
会
が
一
八
九
六
年
ギ
リ
シ
ャ
｝

の
首
都
ア
テ
ネ
で
開
か
れ
た
と
き
「
志

銭
ヒ
載
蝉
能
鶏
縫

る
」
と
叫
び
、
こ
れ
を
オ
リ
ン
．
ピ
ッ
ク
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

の
理
想
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ナ

　
体
育
祭
と
は
す
べ
て
の
町
民
が
こ
の
や

行
事
に
参
加
し
、
心
身
を
鍛
錬
し
、
お
4

互
い
の
親
善
と
融
和
を
は
か
る
こ
と
に
心

あ
る
と
思
う
。
そ
れ
と
同
時
に
輝
か
し
呼

い
記
録
が
生
ま
れ
・
・
と
を
罪
．
ハ

九
月
三
日
の
郡
民
体
莫
室
、
は
速

郷
町
は
最
下
位
の
成
績
で
あ
っ
た
。
す
“

ば
ら
し
い
運
動
場
に
恥
じ
な
い
よ
う
な
へ

成
績
は
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
。
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
野
弘
）
　
心
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讐
繋

欝
蒸

畿
認
、
㌦
∵
∴
∵
〔

嘩
∵
◎
べ
噛

攣
蒙
塵

召継

ﾇ
霞
選
、

　
　
う
や
　
　
ド
　
ゆ
　
ア

欝
熟懇

蓼

蟻
　
獣
野
《

痕
郷
町
子
ど
も
去

育
成
連
絡
協
議
会

を
結
成

、
九
月
二
十
二
日
、
子
ど
も
の
健
全
育

も

～
成
を
ね
が
う
親
の
三
極
的
な
連
帯
感
の

　

．
育
成
を
は
か
る
た
め
、
本
町
の
子
ど
も

一
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
組
織
と
そ
の
事

．
業
を
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
役
職
員
名

　
会
　
長
　
茎
瀬
春
羊
、
（
小
野
田
）

副
会
長

　
〃

理
　
事

　
〃

〃〃〃〃〃

　
〃

監
　
事

　
〃

代
議
員

熱量）が優勝男
女

一年三三リ レー

盛会だった町民体育祭

塗
木
　
豊
（
鶴
野
内
）

中
野
　
満
（
仲
　
深
）

海
野
与
平
（
寺
　
迫
）

橋
口
　
登
（
福
　
瀬
）

歌
津
　
博
（
迫
野
内
）

伊
藤
喜
市
（
八
重
原
）

稲
田
喜
長
（
田
　
野
）

古
田
寿
美
（
羽
　
坂
）

大
塚
奥
右
エ
門
（
坪
谷
）

田
中
　
守
へ
越
　
表
）

矢
野
宝
蔵
（
坪
　
谷
）

池
田
義
已
（
小
野
田
）

各
地
区
育
成
連
絡
協
議
会

か
ら
ご
．
人

　
十
月
十
五
日
「
家
庭
の
日
」
に
町
営

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
十
二
回
町
民
体

育
祭
が
あ
り
ま
し
た
．
、
毎
年
体
育
の
日

に
体
育
大
会
を
開
い
て
い
ま
し
た

が
、
こ
と
し
か
ら
は
十
月
の
第
三
日
曜

日
の
「
家
庭
の
日
」
を
町
民
体
育
の
日

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．
．

　
こ
の
日
は
、
選
手
、
応
援
者
、
家
族

ぐ
る
み
で
千
五
百
人
が
参
加
し
、
午
前

九
時
三
十
分
花
火
を
合
図
に
し
て
、
索

郷
小
学
校
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ニ
十
二
人

を
先
頭
に
入
場
し
、
十
時
に
競
技
が
開

始
き
れ
ま
し
た
、

　
こ
の
体
育
祭
は
、
町
民
の
健
康
増
進

と
親
睦
融
和
を
は
か
る
た
め
ス
．
ポ
ー
ッ

を
通
じ
て
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
．
こ
の
た
め
に
各
公

民
館
単
位
に
競
技
の
進
行
、
応
援
の
状

況
な
ど
、
団
結
し
た
運
営
公
民
館
に
協

力
賞
を
お
く
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
と
し
は
二
瀬
公
民
館
が
表
彰
し

　
事
　
業

　、

q
ど
も
会
指
導
者
の
養
成

二
、
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

三
、
子
ど
も
会
と
そ
の
振
導
者
の
相
互
一

　
　
連
絡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

四
、
子
ど
も
会
活
動
と
普
及
に
関
す
る
〔

　
　
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

五
、
研
究
、
資
料
の
刊
行
、
広
報
宣
伝
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

六
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
一

　
　
の
事
業

　
な
お
細
部
の
事
業
計
画
は
理
事
会
、
一

代
議
員
会
に
提
案
し
て
決
め
る
こ
と
に
　

な
り
ま
す
、
事
務
局
は
本
町
教
育
委
員
　

会
に
お
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
柔
道
愛
好
会
生
ま
れ
る

　
ひ
と
こ
ろ
在
町
青
年
の
間
に
盛
ん
で

あ
っ
た
柔
道
も
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴

な
い
青
年
層
の
減
少
、
道
場
の
不
足
、

き
ら
に
指
導
者
に
恵
ま
れ
な
い
な
ど
の

事
情
で
こ
こ
数
年
来
停
滞
気
味
で
し
た

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
は
ど
町
内
の
柔
道

愛
好
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
伝
統
あ
る
柔

道
を
復
活
し
、
体
育
と
し
て
の
柔
道
を

普
及
し
、
柔
道
を
通
じ
て
人
格
の
向
上

に
役
立
て
よ
う
と
「
柔
道
愛
好
会
」
を

結
成
し
ま
し
た
、
そ
し
て
町
体
育
協
会

に
も
登
録
し
加
盟
し
ま
し
た
、

ま
し
た
．
種
目
ご
と
の
成
績
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

〔
男
子
〕

　
△
百
♂
2
5
歳
以
下
寺
原
卓
二
．
（
羽
坂
）

12

b
6
2
5
～
2
9
代
①
下
田
幸
市

（
坪
谷
）
1
2
秒
6
　
3
0
代
①
ヒ
園
和
徳

（
坪
谷
）
1
2
秒
4
　
大
会
新

40

繚
@
和
田
助
［
　
（
小
野
田
）
　
1
3
秒

2
　
5
0
代
①
木
村
誠
（
小
野
田
）
1
4
秒

7　
▽
二
百
酵
丁
鈴
口
浅
夫
（
鶴
野
内
）

下
田
幸
市
（
坪
谷
）
2
6
秒
0

　
▽
千
五
百
u
只
4
三
浦
一
郎
（
坪
谷
）

4
分
5
4
秒
6

　
▽
五
千
層
ぼ
三
浦
一
郎
（
坪
谷
）
1
7

分
2
8
秒
3

　
▽
八
百
緊
継
走
　
σ
坪
谷
1
分
4
6
秒

0
　
②
鶴
野
内
1
分
4
7
秒
2
　
③
福
二

1
分
4
9
秒
0

　
▽
年
齢
別
継
走
↑
羽
坂
2
分
1
9
秒

8
　
ξ
小
野
田
2
分
2
0
秒
0
　
以
上
大

　
い
ま
会
員
は
十
五
人
で
毎
週
日
曜
日

火
曜
日
、
木
曜
日
の
夜
間
に
東
郷
中
体

育
館
で
練
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
、
近

く
開
か
れ
る
日
向
地
区
大
会
、
東
臼
杵

郡
大
会
に
参
加
す
る
予
定
で
す
．

　
ま
た
こ
と
し
．
の
文
化
祭
に
は
柔
道
愛
．

好
会
主
催
で
町
内
中
学
校
対
抗
の
柔
道

大
会
を
開
く
ご
と
に
し
て
い
ま
す
、
期

日
は
十
一
月
二
十
日
で
す
、

　
み
な
き
ん
の
な
か
で
こ
の
柔
道
愛
好

会
に
入
会
を
希
望
斗
、
㌔
れ
る
人
は
ど
し
ど

し
人
会
さ
れ
る
よ
う
愛
好
会
で
は
呼
び

か
け
て
い
ま
す

　
柔
道
愛
好
会
（
役
場
　
沖
田
征
朗
）

会
新
③
鶴
野
内
2
分
関
秒
4

　
▽
職
場
対
抗
競
走
　
ぼ
山
陰
亜
便
局

53

b
1
　
②
農
業
協
同
組
合
　
5
3
秒
2

31

ﾘ
谷
小
中
学
校
5
3
秒
7

〔
女
子

　
▽
六
十
団
梱
　
相
当
肉
¢
佐
藤
1
ー
ノ
エ
（
越

表
）
8
秒
1
　
2
0
～
2
4
代
¢
寺
田
好
美

（
鶴
野
内
）
8
秒
7
　
2
5
～
2
9
代
①
山

崎
ッ
ヨ
子
（
坪
谷
）
9
秒
0
　
3
0
代

①
二
四
野
ベ
ン
（
福
瀬
）
田
中
⊥
ノ
子
（
坪
一

谷
）
9
秒
2
　
4
0
代
＠
水
野
シ
マ
子

（
仲
深
）
　
虫
目
柳
開
マ
サ
エ
　
（
八
重
原
）
　
犯

秒
0
・
大
会
新

　
▽
百
騎
　
矢
野
純
子
（
坪
谷
）
1
4
秒
5

　
「
、
四
百
加
継
走
　
σ
越
表
1
分
3
秒

8
　
〔
＆
坪
谷
2
分
4
秒
1
　
3
八
重
原

1
分
5
秒
7

　
▽
年
齢
別
継
走
　
σ
鶴
野
内
1
分
5
5

秒
7
　
①
福
瀬
1
分
5
7
秒
0
・
以
上
大

　
会
新
　
⑤
八
重
原
1
分
5
7
秒
8

　
　
協
力
賞
」
　
福
瀬
公
民
館
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始
ま
っ
た
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
〃
”

獲
物
よ
り
安
全
第
一
を

　
十
一
月
一
日
は
狩
猟
解
禁
、
ハ
ン
タ

ー
待
望
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
し
た

が
、
本
県
は
他
県
に
比
べ
獲
物
が
多
い

井
、
「
い
か
、
狩
猟
免
許
者
は
昨
年
で
ザ
ッ

と
］
万
人
を
越
え
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
狩

猟
期
間
中
に
銃
の
取
り
扱
い
や
、
狩
猟

上
の
不
注
意
か
ら
思
わ
ぬ
事
故
か
お
き

て
い
ま
す
．
ご
承
知
の
よ
う
に
　
猟
銃

は
そ
の
銃
の
も
つ
威
力
が
強
い
た
め
、

一
つ
誤
れ
ば
大
き
な
被
害
に
な
り
が
ち

で
、
こ
と
し
も
こ
う
し
た
事
故
が
心
配

き
れ
ま
す
が
、
　
ハ
ン
タ
ー
の
み
な
む
，
、
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡
り

無
難

　
　
　
　
　
羅

瑠
響

警
察
官
駐
在
所

が
き
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
正

し
く
守
っ
て
、
趣
味
が
悲
劇
を
呼
ば
な

い
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
、

人
身
事
故
の
防
止

　
昨
年
、
狩
猟
期
間
中
に
県
内
で
は
猟

銃
に
よ
る
人
身
事
故
が
五
件
発
生
し
、

こ
の
た
め
一
人
が
亡
く
な
り
、
四
人
が

ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す
。
原
因
別
で
は
、

昨
年
の
暮
、
霧
島
山
麓
で
「
い
の
し
し
」

猟
を
し
て
い
た
T
き
ん
が
転
倒
し
て

爆
発
し
た
「
タ
マ
．
＝
を
首
に
当
て
死
亡

す
る
と
い
う
例
が
あ
り
、
◎
銃
の
取
り

扱
い
が
悪
か
っ
た
事
故
二
件
、
◎
周
囲

の
安
全
を
確
認
し
・
．
低
い
で
発
砲
し
た
事

故
三
件
で
、
い
ず
れ
も
ハ
ン
タ
ー
と
し

て
の
注
意
義
務
を
怠
っ
た
事
故
と
い
え

ま
す
。

　
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
人
身
事
故
を
な
く

す
た
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
銃
を

取
り
扱
う
と
き
の
細
か
い
注
意
が
大
切

な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が

い
ま
ま
で
の
事
故
の
例
か
ら
み
て
次
の

よ
う
な
注
意
が
必
要
で
す
。

ω
　
引
き
金
を
引
く
と
き
は
、
回
り
の

　
安
全
を
確
か
め
る
。

ω
　
獲
物
と
思
っ
て
撃
っ
た
ら
人
だ
つ

　
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
獲
物

　
を
よ
く
確
か
め
る
。

㈲
　
撃
ち
終
っ
た
ら
、
そ
の
都
略
安
全

　
装
置
を
か
け
る
。

ω
　
猟
を
し
な
い
と
き
は
「
タ
マ
」
は

　
抜
い
て
お
く
。

　
猟
銃
な
ど
の

　
保
管
は
確
実
に

　
猟
銃
、
実
包
類
を
使
わ
な
い
と
き
の

し
ま
い
方
に
も
十
分
気
を
配
っ
て
、
持

ち
出
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
で

く
だ
さ
い
。

ω
　
銃
は
、
き
め
ら
れ
た
保
管
庫
に
確

　
実
に
施
錠
し
て
保
管
す
る
。

②
　
実
包
類
は
、
銃
を
入
れ
た
保
管
庫

　
以
列
の
容
器
（
弾
薬
箱
）
に
確
実
に

　
施
錠
し
て
保
管
す
る
、

行
楽
期
の
交
通
事
故

を
な
く
そ
う
1
1
一

　
秋
の
行
楽
期
を
迎
え
、
県
内
の
各
観

光
地
は
混
雑
し
て
ま
い
り
ま
す
。
例
年

こ
の
時
期
に
は
県
外
か
ら
マ
イ
カ
ー
で

来
る
人
が
多
く
、
交
通
事
故
も
多
発
し

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
時
期
に
は
無
理

な
旅
行
計
画
を
消
化
し
よ
う
と
し
て
、

長
距
離
運
転
を
行
な
い
が
ち
で
す
．
長

距
離
運
転
は
、
過
労
、
い
ね
む
り
運
転

を
ま
ね
き
、
ま
た
先
を
急
ぐ
あ
ま
り
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
無
理
な
追
越

し
を
す
る
た
め
重
大
事
故
を
起
す
結
果

と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
を
注
意
し

て
事
故
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
き
い
．

・
◎
運
転
者
向
け

　
G
す
い
眠
不
足
や
疲
れ
た
ま
ま
で
の

運
転
は
た
い
へ
ん
危
険
で
、
重
大
事
故

に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
健
康
に
は

十
分
に
注
意
し
て
、
居
眠
り
運
転
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
し
て
く
だ
さ
い
。

②
歩
行
者
や
自
転
車
乗
り
の
そ
ば
を

通
る
と
き
は
、
安
全
な
間
隔
を
と
る
か

ま
た
は
徐
行
し
て
く
だ
さ
い
．

③
　
横
断
歩
道
に
人
が
い
る
の
を
見
か

け
た
ら
、
そ
の
直
前
で
一
時
停
止
し
て

く
だ
善
・
」
い
、

（
↓
　
死
亡
事
故
は
、
交
通
渋
滞
か
ら
解

放
さ
れ
た
郊
外
で
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
．
郊
外
に
出
て
か
ら
も
慎
重
に
運
転

し
て
く
だ
さ
い
。

号
）
　
無
理
な
追
い
越
し
に
よ
る
死
亡
事

故
が
続
発
し
て
い
ま
す
。
追
い
越
し
を

す
る
と
き
は
、
対
向
車
に
注
意
し
追
い

越
し
距
離
が
十
分
と
れ
る
と
こ
ろ
で
行

な
っ
て
く
だ
き
い
。

⑤
　
二
輪
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
へ

郵
便
貯
金
で
住
み

よ
い
社
会
づ
く
り

　
郵
便
貯
金
に
み
な
き
ん
か
ら
お
預
り

し
た
お
金
は
、
全
国
で
十
兆
円
を
こ
え

ま
し
た
、
こ
の
十
兆
円
は
【
万
円
札
で

旨
み
重
ね
る
と
富
士
田
の
二
十
五
倍
の

高
き
、
ま
た
一
万
円
札
を
横
に
並
べ
る

と
十
七
万
四
千
キ
ロ
と
な
り
、
時
速
六

ト
キ
ロ
の
自
動
車
で
走
り
続
け
て
百
二

十
日
と
二
十
時
間
を
要
し
ま
す
。

　
こ
の
膨
大
な
額
の
郵
便
貯
金
は
住
宅

や
学
校
、
病
院
の
建
設
、
道
路
の
拡
張

や
整
備
、
公
害
の
防
止
な
ど
に
使
わ
れ

わ
た
し
た
ち
の
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

ル
メ
ッ
ト
を
か
な
ら
ず
着
用
し
て
く
だ

き
い
Q

⑦
　
無
理
な
旅
行
計
画
は
、
重
大
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
。
長
距
離
運
転
の
際

は
お
お
む
ね
二
時
間
お
き
に
か
な
ら
ず

休
憩
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
、

⑧
　
飲
酒
運
転
は
、
死
亡
、
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
最
も
危
険
な
行
為
で
す
、

車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
　
一
滴
も
酒
類

を
口
に
し
な
い
で
く
だ
き
い
。

　
◎
歩
行
者
向
け

①
　
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
左
右

の
安
全
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

②
近
く
に
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
が
あ

る
と
き
は
、
か
な
ら
ず
そ
こ
を
渡
っ
て

く
．
こ
さ
、
．

　
♪
’
　
　
　
p
㌔

③
　
車
の
す
ぐ
前
や
後
の
横
断
は
や
め

て
く
ゼ
さ
い
．

　
宮
崎
県
で
も
二
百
九
十
五
億
円
の
郵

便
貯
金
が
県
政
の
発
展
に
役
立
て
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
東

郷
町
で
も
六
千
万
円
が
地
元
に
還
元
き

れ
、
教
育
施
設
や
道
路
、
橋
、
病
院
な

ど
の
施
設
に
ま
わ
き
れ
「
住
み
よ
い
郷

土
づ
く
り
」
の
お
役
に
立
っ
て
い
ま
す

　
貯
金
は
安
全
性
、
有
利
性
、
便
利
性

が
ポ
イ
ン
ト
と
い
わ
れ
て
お
り
、
郵
便

局
で
は
有
利
な
定
額
貯
金
を
は
じ
め
、

出
し
入
れ
自
由
の
通
常
貯
金
、
．
フ
ラ
・
、
・

に
合
っ
た
積
立
貯
金
な
ど
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

　
郵
便
貯
金
を
通
じ
て
一
，
住
み
よ
い
豊

か
な
社
会
づ
く
り
し
に
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

山
陰
　
　
　
郵
便
局

坪
谷
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ﾎ
以
上
の
お
と

し
よ
り
を
訪
ね
て

　
九
月
十
五
日
「
敬
老
の
日
」
に
町
内

の
九
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
十
人
の

方
を
町
長
と
助
役
が
訪
問
し
、
長
寿
の

お
祝
い
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

　
三
一
の
海
野
徳
次
郎
さ
ん
（
九
七
）

は
近
ご
ろ
は
少
し
耳
が
遠
く
な
っ
た
と

言
い
な
が
ら
、
メ
ガ
不
も
か
け
ず
新
聞

を
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
家
の
人
の
話

て
は
ま
だ
農
作
業
の
加
勢
も
し
て
も
ら

う
し
食
事
も
好
き
き
ら
い
は
な
く
、
毎

日
晩
し
ゃ
く
を
五
勺
、
昼
寝
を
二
時
間

く
ら
い
す
る
と
の
こ
と
で
、
ま
だ
ま
だ

人
　
事
　
発
　
令

　
十
月
一
日
差
て
つ
ざ
の
と
お
う
職
員

の
発
令
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
▽
建
設
深
管
理
係
長
事
務
取
扱
矢

野
森
一
郎
　
同
工
務
第
二
係
長
　
新
名

淳
一
　
▽
教
台
委
員
会
坪
谷
中
お
よ
び

坪
谷
紅
蓮
護
婦
塩
月
富
子
（
新
採
用
）

　
▽
教
育
委
員
　
高
森
文
夫
（
再
）

　
▽
監
査
委
員
　
藤
崎
今
朝
男
（
再
）

　
前
建
設
課
管
琿
係
長
で
あ
っ
た

草
野
昭
二
が
九
月
二
十
五
日
急
逝

し
ま
し
た
。
こ
こ
に
慎
ん
で
故
人

の
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
と
と
も

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

福
祉
舘
だ
よ
り

労
働
構
成
員
の
一
人
の
よ
う
て
す
。

　
坪
谷
の
海
野
平
太
郎
き
ん
（
九
六
）

は
目
と
耳
が
少
し
不
自
由
託
な
っ
た
が

農
作
業
の
加
勢
は
か
か
せ
な
い
そ
う
て

晩
し
や
く
は
や
ら
な
い
か
わ
り
、
孫
と

遊
ふ
の
が
楽
し
み
だ
と
の
二
と
て
す
、

　
仲
深
の
矢
野
タ
マ
き
ん
（
九
一
ハ
）
斗
｝

目
も
悪
く
、
耳
も
遠
く
な
っ
た
が
、
と

な
り
近
所
を
訪
ね
、
近
く
の
人
か
ら
争

わ
い
が
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
八
重
原
の
青
柳
新
太
郎
き
ん
（
九
四
）

は
目
も
耳
も
達
者
で
、
楽
し
み
の
害

し
や
く
は
ゆ
の
み
に
一
杯
、
早
く
寝
て

朝
も
ゆ
っ
く
り
起
き
る
と
の
こ
と
’
、
、

顔
の
色
つ
や
も
よ
い
よ
う
て
す
。

昭4711．1

　
坪
谷
の
二
村
ノ
ヨ
｝
・
・
ん
（
九
四
）
ま

色
白
の
上
品
な
バ
ア
チ
カ
ノ
、
目
が
不

自
由
て
す
が
「
み
な
き
ん
か
ら
ぜ
い
し

に
し
て
も
ら
い
、
長
生
き
が
で
き
て
こ

ん
な
あ
り
が
た
い
こ
と
は
な
い
，
年
令

を
も
ら
う
の
が
一
番
楽
し
み
て
丁
」
と

涙
を
済
し
て
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
．

　
越
表
の
石
田
タ
ケ
き
ん
（
九
四
）
干
あ

小
柄
て
す
が
元
気
者
で
と
お
っ
て
い
ま

す
。
　
「
ご
飯
が
い
ち
ば
ん
お
い
し
く
て

毎
朝
セ
ノ
プ
リ
を
欠
か
し
た
こ
と
は
な

い
。
旧
の
草
取
り
、
牛
の
草
｝
、
・
り
は
私

の
受
持
ち
て
丁
」
と
よ
、
き
っ
て
、
ま

し
た
。

　
届
瀬
の
長
渡
ノ
ゥ
キ
・
λ
（
九
二
）
は

耳
が
少
し
遠
い
よ
う
で
す
が
元
気
者
で

す
。
楽
し
み
は
特
別
へ
、
5
い
が
、
し
ょ
う

ち
ゅ
う
で
晩
し
b
く
を
一
．
合
や
ら
な
い

と
寝
つ
毛
㌔
が
亜
心
い
ワ
ノ
（
ノ
ハ
ー
」
と

一
兀
気
も
低
も
の
弔
㌔
議
ヲ
。

　
瀬
平
の
海
野
八
右
エ
門
さ
ん
（
九
う
）

よ
ま
だ
若
い
者
に
は
負
け
ら
れ
な
い
。

切
生
事
に
も
行
く
か
百
姓
は
米
が
【
番

ぜ
か
ら
旧
を
耕
き
な
ナ
れ
ま
－
一
と
ゴ

ラ
子
。
占
同
、
が
諾
押
各
一
番
の
，
兀
’
紬
者
∂
・
、

う
で
す
．

　
パ
重
原
の
橋
本
キ
ク
山
．
㌔
ん
〔
二
一
）

も
な
か
な
か
元
気
て
す
、

　
老
人
ホ
ー
ム
の
児
玉
清
パ
毒
、
、
ん
（
九

二
〉
も
静
か
に
ホ
ー
ム
て
暮
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
・
っ
先
雰
〇
一
兀
』
鳳
’
、
山
辛
福
に
声
ヲ
こ

さ
R
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
町
老
人
福
祉
館
長

サ
ッ
プ
研
修
を
終
っ
て

瀬
　
　
平
　
山
　
崎
　
時
　
男

　
わ
た
し
は
、
六
月
二
i
六
日
か
ら
一

週
闘
、
宮
崎
県
総
合
前
業
試
験
場
蚕
業

部
で
サ
，
プ
専
門
研
修
を
う
け
た
あ
と

七
月
ゴ
．
十
一
日
か
ら
、
五
泊
．
（
日
て
県

外
視
察
研
修
の
た
め
、
中
国
地
方
の
害

進
養
蚕
鳴
家
を
視
察
し
ま
し
た
．

　
主
な
視
察
地
は
、
兵
庫
県
駒
目
市
の

繍
”
耳
糸
検
査
所
、
兵
庫
県
養
父
郡
関

宮
町
て
養
蚕
を
営
ん
で
い
る
剛
浜
イ
．
・
ん

弓
取
県
東
伯
郡
大
栄
町
∂
亀
谷
養
蚕
組

合
て
し
た

　
神
月
崖
糸
検
脊
所
は
、
製
糸
丁
場
て

牛
産
し
た
牛
糸
を
検
査
す
る
所
で
す
．

そ
の
検
否
項
目
よ
、
卜
五
種
類
ほ
二
て

し
た
。

　
川
浜
）
・
」
ん
の
家
は
、
国
道
九
号
線
沿

い
の
田
谷
を
望
む
山
腹
の
斜
面
に
、
桑

園
と
養
蚕
施
設
が
あ
一
ま
ず
。
川
浜
ご

ん
は
　
養
蚕
専
業
曲
戸
家
て
、
桑
園
面
積

は
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
先
闇
一
掃
瑳
朗
量
は

七
回
飼
育
て
七
↑
六
切
’
、
す
．

　
・
総
収
繭
量
ま
二
丁
一
言
臼
、
八
L
L
」
キ
ロ

一
　
」
ア
ー
ル
匡
ヨ
ー
収
井
口
里
ま
耳
口
L
一
一
．
●

一
～
ロ
て
す
D

　
伯
屯
谷
養
蚕
側
粗
ム
ロ
畔
d
、
　
）
罰
に
述
＼
ハ
．
U

浜
き
ん
と
は
違
っ
て
、
桑
園
、
養
蚕
葉

影
が
平
瓦
地
に
あ
一
ま
ず
。
し
が
し
、

四
↑
一
．
串
に
は
四
十
一
，
ロ
ゼ
つ
た
亀
谷

組
合
の
養
蚕
」
一
家
も
、
二
と
し
は
↑
へ

一
1
4
し
か
へ
｝
い
と
、
う
こ
と
て
し
た
。

　
そ
の
理
由
は
　
桑
園
が
萎
縮
病
r
、
採

桑
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
の
〆
、
、
、
ま

よ
大
郭
分
の
葵
廟
が
掘
一
取
ら
祖
、
そ

の
あ
と
に
は
、
す
い
か
、
芝
、
長
い
・
」

な
ど
が
植
付
3
ふ
・
・
れ
て
い
ま
す
。
と
く

こ
津
ヲ
h
か
エ
、
四
デ
日
ヘ
ク
々
i
㌧
植
什
U

♪
ノ
て
あ
り
、
　
一
⊃
ア
ー
レ
屯
」
、
「
収
べ
は

、
一
f
四
均
円
か
・
つ
二
」
r
五
乃
円
に
な
る

と
い
う
虎
明
て
し
た
。
な
お
養
蚕
の
エ
あ

う
は
、
昨
托
、
士
壌
検
査
を
実
施
し
、

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
士
地
改
良
を
し
て

い
斗
よ
士
嵐
げ
」
浅
植
、
」
L
I
否
L
セ
ノ
チ
パ
b
つ
ハ
」

の
を
珠
植
百
バ
ト
セ
ノ
チ
に
し
て
二
。

　
ハ
ヘ
ケ
勺
ー
レ
楠
旧
什
・
ア
ハ
ゴ
ご
つ
て
幽
，
。

　
い
ま
こ
の
亀
谷
組
合
て
は
、
ご
∂
新

植
地
二
、
漫
蚕
の
風
口
か
か
か
一
「
、
、

る
と
い
’
ノ
て
も
よ
い
く
ら
い
て
し
セ

　
実
際
桑
園
・
一
行
っ
て
み
る
と
、
新
植

地
に
も
、
萎
縮
病
の
兆
候
か
あ
、
っ
わ
れ

て
い
ま
し
た
．

近
代
的
養
蚕
技
術
を

　
こ
ん
、
と
の
視
察
研
修
二
参
加
し
て
一

番
冠
し
た
こ
と
f
一
、
川
頭
き
ん
、
亀
谷

組
台
∂
と
ち
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
の
悪
簑

q
と
七
た
か
い
な
か
ら
、
養
蚕
鮮
、
営
こ

エ
け
ん
て
い
る
と
い
う
こ
と
て
す

　
一
、
’
7
－
レ
当
㌧
収
繭
量
で
も
、
わ

た
し
七
ち
を
は
る
か
こ
オ
；
パ
ー
し
て

、
地
ま
す
．
と
く
二
川
浜
て
、
ん
∂
自
宅
と

食
蚕
施
設
、
桑
園
と
は
約
ニ
ニ
ロ
て
継

な
か
っ
て
い
ま
す
か
、
ま
セ
着
h
用
浜

き
ん
（
．
」
1
一
戚
）
の
大
臼
燃
・
．
一
の
七

た
か
い
と
い
え
る
て
し
ょ
う
．
♪
だ
残

くフ心

ｽ
・
、
㌔
ゼ
弘
、
現
地
の
桑
園
ま
’
、
角

｝
∴
～
か
っ
と
二
と
て
す

　
亀
谷
組
合
も
葵
園
か
　
縮
病
て
や
ら

や
㌔
か
ら
、
な
お
養
蚕
θ
続
＋
よ
う
こ

、
う
気
持
に
ほ
、
非
常
に
薯
え
ご
距
　
）

れ
る
も
の
か
あ
一
三
し
し

　
こ
れ
ら
の
現
地
硯
察
乙
終
っ
て
、
ち

㌔
し
九
ち
は
、
ま
セ
ま
た
条
倶
に
息
士
h

烈
て
い
る
こ
「
・
へ
ま
す
．
こ
ジ
．
ぎ
」
れ

た
暖
地
、
気
候
、
聖
上
を
最
大
に
剰
旧

し
、
近
代
的
養
蚕
技
術
を
取
う
べ
れ
、

省
力
化
、
機
械
化
委
．
㌔
れ
た
養
蚕
経
営
に

も
っ
て
い
き
た
い
と
田
ひ
い
ま
す

　
そ
し
て
］
、
マ
ー
レ
当
、
収
繭
鼠
も

」
．
、
て
い
き
、
川
浜
さ
ん
に
負
ナ
な
い

よ
う
な
、
零
話
経
営
を
や
（
．
て
、
”
㌔
允

　
、
、
こ
田
二
い
ま
す
．
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舘民営頻

る設工事始ま
中
建

　
卜
月
ち
て
も
お
知
ら
で
し
，
一
し
、
う
に

町
営
ク
ラ
ゥ
ノ
、
－
の
敷
地
円
二
冠
、
面
す

る
こ
と
に
な
一
ノ
て
い
る
中
只
公
ド
館
、
W

起
工
式
が
彗
月
」
1
九
日
に
あ
2
イ
、
4
九

　
こ
の
公
民
館
は
本
町
の
社
会
教
宵
の

甲
心
と
し
て
各
種
溝
座
や
研
傷
会
、
あ

る
い
は
結
婚
式
場
と
し
て
、
∫
・
＝
人
・
へ

Aコ

ｺ
方
口
体
力
つ
く
一
、
レ
ケ
ー
・
エ
ー
ノ

ヨ
ノ
施
し
戊
と
し
て
矧
」
円
す
る
こ
一
二
・
．

’．

ﾄ
い
ま
す
。

　
完
成
す
る
の
は
来
イ
．
凶
日
召
が
肇
、

’
、
す
が
、
こ
ん
月
行
な
b
れ
る
て
化
察

ゐ
公
民
館
バ
レ
ー
、
一
、
ー
ウ
大
会
へ
、
・
二
．

こ
の
公
民
館
が
．
一
葦
ナ
ろ
来
二
・
＝
．
こ

こ
て
行
な
わ
れ
ま
す
．
．

　
健
康
て
文
化
的
’
．
牛
唇
を
カ
こ
す
印

心
喧
、
眠
こ
し
て
、
　
一
日
て
：
」
U
の
几
成

か
待
た
れ
渉
、
ず

住
民
の
結
核
検
診

　
イ
月
一
」
－
．
日
と
」
。
一
四
日
四
日

日、

V
人
福
祁
館
て
結
核
の
慈
笛
検
診

か
あ
，
、
　
一
人
目
治
療
を
必
要
セ
と
診

，
釘
」
馬
、
れ
士
振
ー
レ
漏
～
⊃

　
こ
の
検
診
三
卜
月
一
日
？
っ
七
日
ま

’
、
∂
…
期
問
、
町
肉
．
各
地
て
レ
ノ
、
テ
ノ

司
．
、
撮
影
へ
T
五
百
く
一
．
人
受
参
）

一
結
果
で
唄
密
検
診
を
必
汐
セ
と
ご
7
1
」
．

一
「
ロ
壬
人
こ
付
レ
、
ノ
ノ
　
ず
〆
一

直
援
最
影
こ
医
事
　
診
祭
へ
二
’
／
髪
馨

し
乙
よ
」
、
〃
て
、
　
こ
刀
身
よ
ド
日
’
＼
－
－
へ
尺

か
受
診
し
冠
し
た
。

　
言
口
検
診
を
必
責
・
と
い
わ
れ
た
人

ノ
♪
あ
〉
”
て
，
一
・
　
、
乞
．
二
あ
セ
る
五
－

　
人
か
検
へ
ψ
ウ
受
｝
－
て
、
・
イ
て
ん

　
ち
が
、
ツ
ろ
ハ
一
九
q
一
分
召
身
て
、
・
〕

’、

G
な
　
T
k
七
ん
　
畦
　
一
同
ほ
必
ず

こ
東
ら
W
検
診
を
受
け
ま
し
レ
土
つ
。

！
じ
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
し
と
一
　
一
｛
　
～
　
て
～
　
一
～
　
一
1
く
～
　
、
㌔
（
　
監
一
　
＝

本
町
致
育
百
年
の
歩
み
因

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
月
儀
市

◎
特
殊
繋
柱
没
£
、
「
と
教
科
書
丑
、
償
記
市

　・一＃　◎．
．「夷，含沼交

希郷交和孜
望小こ二D
の学咬予討
空咬歌f定
∂高がL
自森㌧咀’
く文尼ご
イ登夫きi一
ひ浄トし一奪

　詞ま曵

　
昭
和
ゴ
ー
七
年
四
月
、
ま
し
カ
て
褻

．
玲
小
v
子
咬
に
特
殊
学
級
を
凌
置
し
、
そ

∂
後
一
丁
二
七
r
羊
咬
、
坪
谷
小
．
戸
校
に
藁

堤
し
ま
し
た
⊃

　
昭
和
一
、
壬
八
f
二
「
義
務
教
倉
諸
γ

校
の
教
簡
明
項
昌
∂
無
償
妃
布
二
質
す

｝る
去
妻
」
が
ヘ
ハ
布
き
・
、
れ
、
こ
の
モ
つ
ら

｛卜
．
．
P
反
「
摂
」
ヒ
P
・
つ
頁
・
天
ヘ
ヒ
［
量
こ
ケ
3
口

山
ヲ
つ
〇
二
こ
こ
ヘ
ェ
〕
裳
｝
レ
ヒ
。

｝◎
上
凄
科
ヨ
田
売
本
D
編
集

　
罵
二
．
↑
八
年
．
丘
町
小
、
中
｛

）
完
柱
で
乍
っ
て
、
る
吐
会
碍
研
究
会

が
、
仕
会
科
副
読
本
の
編
実
こ
着
艦
し

　
沼
和
四
十
年
＝
．
月
二
社
会
科
副
読
仁

　
「
つ
た
し
七
ち
の
粛
郡
村
一
が
り
危
夷
4

ま
し
七
g

｝◎
教
育
振
與
会
の
結
成

　
教
育
の
正
常
な
振
異
を
ま
争
る
に
る

ご
町
内
有
識
者
二
よ
っ
て
、
昭
和
四
」
－

四
牢
卜
「
月
こ
夷
郎
町
教
育
振
興
会
が

結
露
’
．
・
れ
ま
し
＝
。

◎
占
父
孜
D
討
定

　
沼
和
二
予
f
」
、
．
．
レ
幸
代
こ
各
小

簾
診
、
父
こ
咬
歌
が
劉
尼
斗
・
、
粍
ま
し
’
一
。

　
「
希
望
の
空
∂
・
肖
く
澄
｝
、
」

｛
　
緑
の
山
の
♪
，
り
か
こ
こ

　
わ
か
汐
ゴ
ペ
）
尾
は
い
ゼ
か
れ
一
、

　
こ
こ
に
理
想
の
鐘
が
な
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

r
丼
合
小
き
検
蒔
森
皇
・
乍
可

　
　
「
人
地
の
f
6
二
光
二

農
緑
の
麦
の
芽
か
伸
一
、
）

口
，
欺
の
萌
え
て
る
彙
う
に

ち
九
し
た
ち
ょ
成
長
し
よ
う

か
2
ダ
」
二
二
う
も
す
ご
や
か
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

・
福
．
幽
小
，
．
～
校
　
海
㌧
実
門
作
詞

　
「
秀
r
ち
干
㌔
か
き
冠
岳

一
↓
、
ハ
子
」
二
　
W
ぜ
ぜ
・
～
こ
こ

朝
∵
光
，
．
や
く
自
　
滝
，
＾
つ
る

　
’
．
」
わ
や
か
ぼ
、
㌔
わ
か
y
ご
争
、
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
略
）

・
駆
，
、
T
一
ト
“
．
・
検
　
μ
侮
，
襲
讐
作
詞

　
．
は
イ
渡
る
占
帆
朝
日
’
・
・
す
r

靖
望
に
み
ち
て
か
か
や
く
瞳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
」
▼
、
あ
4
9
、
旧
、
に
、
、
そ
し
む
よ
い
了

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

c

あ
あ
浄
ズ
な
る
寺
迫
爪
》
校
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
筆
略
）

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

p

。
＋
い
表
小
い
、
」
枝
　
高
森
7
夫
作
詞

　
「
宇
ご
の
庭
の
す
月
い
帆

尾
鈴
の
峰
の
白
い
雲

希
望
の
歌
の
湧
い
て
く
る

あ
あ
越
表
小
学
校
」
　
　
（
以
下
略
）

・
・
果
郷
中
学
校
　
中
村
丑
雄
作
詞

　
「
清
新
の
風
日
々
に
ゆ
き

　
．
－
、
々
津
∂
瀬
音
え
ん
え
ん
と

秀
峰
四
方
に
そ
そ
る
と
㌧
、
・

占
只
岬
る
一
極
め
Ψ
－
和
浮
卜
徹
｝
し

　
あ
・
つ
ハ
一
宰
八
曲
こ
r
は
な
旋
よ

朱
え
あ
る
羊
園
索
郷
中
（
以
下
略
〕

・
坪
る
中
学
検
　
六
悟
法
利
雄
作
詞

藷　

J
」 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　噛　＿　　　　　　　　　　　　　　一　　｝　　　　　　　　　　　’　㎝　　　　　　　　　一｝　　　　　　一　　　　一　　心　甲　一塙
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お知ちせ

塞一勿
　
　
、
4

身
体
障
害
者
の
相
談

▽
日
時
　
十
一
月
二
十
八
日

　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
ま

　
　
　
　
で
．
．

▽
場
所
　
町
老
人
福
祉
館

▽
相
談
の
対
象
者
と
範
囲

　
　
肢
体
不
自
由
－
義
手
、
義
足
、

　
　
　
車
イ
ス
、
松
葉
杖
、
補
助
杖
、

　
　
　
コ
ル
セ
ッ
ト
、
靴
型
装
具
な
ど

　
　
　
の
修
理
、
再
交
付
、
型
取
、
申

　
　
請
手
続

　
　
聴
力
障
害
－
補
聴
器
の
修
理
の

　
　
　
ほ
か
再
交
付
申
請
手
続

　
　
視
力
障
害
－
盲
人
安
全
杖
、
点

　
　
　
字
器
の
交
付
、
再
交
付
申
請
の

　
　
　
手
続

　
　
障
害
者
で
施
設
入
所
を
希
望
す
る

　
　
人
－
入
所
の
一
般
的
相
談

▽
相
談
当
日
持
参
す
る
も
の

　
　
申
請
手
続
の
た
め
の
障
害
者
手
帳

　
　
と
印
鑑
お
よ
び
修
理
の
必
要
な
補

　
　
装
具
な
ど

▽
相
談
は
過
去
に
補
装
具
の
交
付
を
う

　
　
け
た
人
に
限
り
ま
す
が
補
助
杖

　
　
盲
人
材
、
松
葉
村
は
新
規
交
付
を

　
　
い
た
し
ま
す
．

畜
魂
碑
建
設

の
　
お
　
ね
が
　
い

　
い
ま
、
羽
坂
に
町
の
肉
用
牛
管
理
セ

ン
タ
ー
の
建
設
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま

火災シーズン来る

一一 Hの火炎予防運動

11月26日～12月2日

…
麗
騎
概
評

り熟、

・
き
．
．
鷲

　
ヘ
　
　
　
ヨ

　
　
直
　
　
．
N
．
・

　
　
　
“
ぐ
、

．
撫
編．

肇 ★
承

姦
ギ

　
一　
　
　
　
t

　
　
　
」

亀

す
が
、
こ
の
機
会
に
町
内
畜
産
農
家
の

代
表
者
が
発
起
人
と
な
っ
て
一
，
畜
魂
碑
」

を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
．

　
先
祖
代
代
農
業
を
営
み
、
多
く
の
家

畜
が
生
産
さ
れ
、
購
入
き
れ
、
処
分
き

れ
て
き
ま
し
た
、
動
物
の
宿
命
と
は
い

え
、
短
か
い
生
命
の
哀
れ
さ
を
感
ず
る

の
は
畜
産
関
係
者
や
生
産
者
の
み
で
は

な
い
と
思
ま
す
、

　
こ
の
因
果
応
報
を
つ
ぐ
な
い
、
生
物

に
対
す
る
搏
愛
の
精
神
に
も
と
づ
｝
・
、
、

こ
れ
ら
家
畜
の
魂
を
し
ず
め
、
心
の
安

ら
ぎ
と
す
る
た
め
セ
ン
タ
ー
の
一
興
に

「
畜
魂
碑
」
を
建
立
す
る
こ
と
に
が
エ
．

た
も
の
で
す
．

　
町
と
農
協
の
後
援
の
も
と
に
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
喜
捨
を
仰
ぎ
、
生
産
者

の
篤
志
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
．

　
　
　
畜
魂
碑
建
設
発
起
人
】
同

東
郷
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
認
証
武

▽
期
日
　
十
一
月
五
日
（
日
曜
日
）

▽
場
所
　
東
郷
中
体
育
館

▽
式
典
　
認
証
状
伝
達
式
典
に
は
県
知

　
　
事
を
は
じ
め
約
五
十
人
の
来
賓
と

　
　
九
州
各
県
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
．
フ

　
　
会
員
約
四
百
人
が
参
加
の
予
定

▽
祝
賀
行
事

　
◎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
福
瀬
の
こ
ど
も
か
ぐ
ら

　
　
　
鶴
野
内
有
志
の
臼
太
鼓

　
　
　
朗
詠
と
民
謡

　
◎
青
空
音
楽
会

　
　
午
後
「
時
よ
り
二
時
ま
で
東
郷

　
　
中
校
庭
（
雨
天
の
と
き
は
東
郷

今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
　
第
四
期

家
畜
共
済
掛
金

　
　
小
野
田
、
鶴
野
内
、
迫
野
内

　
　
八
重
原
、
田
野
、
羽
坂

　
納
期
　
十
一
月
三
十
日

小
体
育
館
）
で
宮
崎
県
警
察
音

楽
隊
．
の
演
奏
が
あ
り
ま
す
　
多

数
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
ま
す

香
典
返
し

　
◇
寺
迫
区
0
2
橋
口
征
郎
占
、
・
ん
か
ら
故

典
生
さ
ん
の
忌
明
け
に
◇
日
向
市
の
草

蟹
恭
子
き
ん
か
ら
故
昭
二
き
ん
の
忌
明

け
に
香
典
返
し
と
し
て
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま

し
た
．

　
こ
こ
に
慎
ん
で
故
人
の
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
と
と
も
に
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
｝

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

三
一
＝
＝
≡
＝
＝
＝
冒
一
＝
一
一
二
一
三
一
一
一
…
＝
＝
…
曽
二
≡
…
一
＝
＝
＝
＝
一
冒
一
≡
一
＝
ニ
≡
＝
…
＝
＝
●

P
」

人

　　47年9月1日現在

　　　｛　　昌；対前月比

　　男　　3，408人

　　　　　　｛＋8）
　　女　3，695人
　　　　　　（÷10）
総　数　　7，103人

　　　　　　1一L18）
世帯数　　1，769世帯

　　　　　　（＋2）
19「6崩111鱈川●OI闘8181開II81鱒ll酔■Illlll「1川鮒川「川岡rl川II幽1‘1川

二
三
：
一
≡
二
三
…
一
，
一
≡
三
≡
…
＝
三
　
ニ
…
三
曹
三
三
一
≡
層
≡
二
三
一
＝
三
：
r
申

灘
繋
止
製

（
九
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
父
の
名
一
部
落

前丼成川小小
田本実越林二
一哲　　睦純
弘也真仁美則
煽洲米紘和幸
美之美紀男章章

冨
瀬

男
　
〃

結
婚
お
め
で
と
う

氏

名

高
　
　
尾
　
　
範
　
　
久

佐
　
　
藤
　
　
せ
つ
子

〃

追
野
内

福
　
瀬

追
野
内
…

　
　
　
一

部
落

福
瀬
一

大
分
県

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏

名
年
令
部
落

黒橋渦森高
木口尾本木
英典紋富ス
市生治好エ

六
七

七
六

…
鶴
野
内

〃〃

5五

追寺
野

内迫


	肉用牛センター近く完成－優良牛の増産めざす
	坪谷中校舎改築など－４６年度の決算認定
	農業経営整備資金負債の解消で経営の安定を
	年齢別リレーが優勝－盛会だった町民体育祭
	始まった狩猟シーズン!!獲物より安全第一を
	行楽期の交通事故をなくそう
	郵便貯金で住みよい社会づくり
	９０歳以上のおとしよりを訪ねて　福祉舘だより
	サップ研修を終って－瀬平山崎時男
	中央公民館－建設工事始る
	住民の結核検診

